
テーマとテイスティングワイン

テーマ

「現実的なMontrachet」
ピュリニー側とシャサーニュ側、現代的な造りへと進化したドメーヌと
程よく熟成を重ねたネゴシアンのモンラッシェを味わってみます。

超⼀流とは⾔えませんが優良⽣産者のモンラッシェを味わうにはもってこいです。
2015  Joseph Drouhin  Marquis de Laguiche Montrachet

2015  Guy Amio  Le Montrachet,  2007  Olivier Leflaive  Montrachet
1991  Remoissenet Domaine Baron Thenard  Le Montrachet

開催⽇時 7⽉28⽇（⽇）15:00〜17:00
会費 税込\50,000

テーマ

「Jacques Selosseの熟成」
ジャック・セロスほど⾃⾝の哲学にのっとり進化を続ける⽣産者もいない。
ヴィンテージの性格を打ち消すことを⽬的にソレラ⽅式で造るシュプスタンス。
単⼀年度の素晴らしいブドウで仕⽴てるミレジム、相反する新旧を確認する。

N.V. Jacques Selosse Substance (Deg. 2016), N.V. Jacques Selosse Substance (Deg. 2007)
2005 Jacques Selosse Millesime Extra Brut, 1996 Jacques Selosse Millesime Extra Brut

開催⽇時 8⽉25⽇（⽇）15:00〜17:00
会費 税込\60,000

テーマ

「コート・デュ・ローヌ 伝説と現代の姿」
ジャック・レイノー時代のラヤスと神格化されたジェンタツ。

現代的な造りのシャーヴとボーカステルの近年最良ヴィンテージから
ローヌの可能性を考える貴重な体験をしてください。

1999  Jean-Louis Chave  Hermitage
2009  Chateau de Beaucastel  "Hommage a Jacques Perrin" Chateauneuf-du-Pape

1989  Chateau Rayas (Jacques Raynaud)  Chateauneuf-du-Pape
1989  Gentaz-Dervieux  Cote-Roti Cote Brune

開催⽇時 9⽉29⽇（⽇）15:00〜18:00
会費 税込\100,000

テーマ

「Liber Paterとボルドー最⾼のワイン」
毎年国際的なワイン市場調査会社が最も⾼価なボルドーワイン(最新の蔵出し価格)を

発表します。昨年度はリベル・パテル、ペトリュス、ルパンの順でした。
リベル・パテルとはどんなワインなのかご興味はございませんか。

2004  Chateau Le Pin,  2005  Chateau Petrus
2010  Liber Pater,  2010  Lier Pater  Blanc

開催⽇時 10⽉13⽇（⽇）15:00〜17:00
会費 税込\300,000

テーマ

「ザ・ミュジニーの新旧」
この地の⽣産者は誰が良いのだろうか。前世紀はヴォギュエとルーミエに異論はないはず。
トップ・ドメーヌと⾔われて久しいミュニエ、このところ次々に素晴らしいワインを

世に送り出すヴージュレ。21世紀のミュジニーはいかに。
2007  Domaine Vougeraie  Musigny,  2004  Jacques-Frederic Mugnier  Musigny
1989  Georges Roumier  Musigny,  1964  Comte Georges de Vogue  Musigny

開催⽇時 11⽉17⽇（⽇）15:00〜17:00
会費 税込\300,000

テーマ

特別企画「古き良き時代の本物のフランス料理でワインを楽しむ」
フランスはバスク地⽅の郷⼟料理レストラン「コム・ア・ラ・メゾン」より
涌井シェフを招いて、古典的な料理のコースとワインをお楽しみください。

(最上の⾷材は季節の中の⼀期⼀会。料理内容は当⽇に決定させていただきます。)
1979  Lanson Brut Millesime (Magnum)

2009  Coche-Dury  Meursault Les Perrieres
1989  Jacky Truchot  Chambolle-Musigny Les Sentiers

2008  Chateau Petrus
2005  Chateau Doisy-Daene  L'Extravagant (Demi)

開催⽇時 12⽉8⽇（⽇）13:00〜16:00
会費 税込\150,000

第５回

第６回

全６回を通じて今⽇極めて⼊⼿困難なワインを特集します。
各回ともテーマに沿った下記の表に記載の４種類のワインをテイスティングします。（第６回を除く）

各回定員：８名様

第１回

第２回

第３回

第４回


